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今、なぜ文化財修理史なのか―

日本近代の建築保存方法論
―法隆寺昭和大修理と同時代の保存理念―

「日本的なもの」を求める気運が醸成されつつある現代において
　　　　「日本文化」の発信源としての「文化財」の本質を解明する。

　
　
　
　

定価 14,300 円（本体価 13,000 円＋税 10％）

建築史家大岡實による法隆寺金堂復原案（1948） 試作復元された法隆寺金堂鴟尾（1954） 法隆寺五重塔五層目屋根構造復原図（慶長修理後）
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日
本
近
代
の
文
化
財
修
理
史
に
お
い
て
、「
復
原
」
を
め
ぐ
る
保
存
思
想
は
ど
の

よ
う
に
形
成
さ
れ
た
の
か
。
本
書
は
、 

主
と
し
て
国
宝
保
存
法 （
一
九
二
九
〜
五
〇
）

 

が
適
用
さ
れ
て
い
た
昭
和
時
代
前
半
期
の
建
造
物
修
理
に
焦
点
を
あ
て
、 

歴
史
的
建

築
の
形
や
色
の
「
復
原
」
の
み
な
ら
ず
、
工
事
施
工
や
調
査
手
法
な
ど
の
修
理
工
事

の
技
術
的
側
面
を
含
め
て
そ
の
実
態
を
解
明
し
、
当
時
の
修
理
技
術
者
た
ち
の
保
存

思
想
に
つ
い
て
論
じ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
昭
和
九 （
一
九
三
四
） 

年
に
開
始
さ

れ
た
法
隆
寺
昭
和
大
修
理
の
現
場
を
中
心
に
、
日
本
近
代
に
固
有
の
建
築
保
存
方
法

論
が
確
立
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
、
建
築
を
「
保
存
」
す
る
と
い
う
行
為
そ

の
も
の
に
内
在
し
て
い
る
本
質
的
な
問
題
に
つ
い
て
の
考
察
を
加
え
つ
つ
、
そ
れ
が

現
代
の
保
存
に
何
を
示
唆
し
て
い
る
の
か
を
問
い
直
す
。

…
…

（
中
略
）…

…

　
今
日
我
々
が
目
に
す
る
こ
と
の
で
き
る 「
文
化
財
」 

は
、 

た
ま
た
ま
近
代
ま
で
に
残
っ

た
遺
物
が
凍
結
的
に
保
存
さ
れ
て
伝
来
し
た
も
の
で
は
な
く
、 

近
代
国
民
国
家
の
形

成
過
程
に
お
い
て
、
優
れ
て
政
治
的
な
意
図
の
も
と
に
創
り
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ

た
こ
と
は
諸
先
学
が
等
し
く
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち 「
文
化
財
」 

と

は
、 

そ
の
一
面
に
お
い
て
、 

近
代
人
に
よ
っ
て
日
本
の
過
去
の
遺
物
が
再
解
釈
さ
れ
、

あ
る
べ
き  「
日
本
の
伝
統
」  

と
し
て
国
民
に
向
け
て
　 

提 

　
示
　 

さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
。

…
…

（
中
略
）…

…

　
現
在
、「
日
本
的
な
も
の
」
を
模
索
す
る
政
治
社
会
的
・
文
化
芸
術
的
な
動
き
が

あ
る
な
か
で
、
そ
の
発
信
源
と
し
て
の
日
本
の
「
文
化
財
」
が
創
造
さ
れ
維
持
さ
れ

る
仕
組
み
を
解
明
す
る
こ
と
は
、
建
築
史
家
や
美
術
史
家
の
み
な
ら
ず
、
現
代
の
あ

ら
ゆ
る
創
造
者
に
と
っ
て
も
意
義
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
そ
れ
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、
木
造
古
建
築
の
精
華
を
眼
前
に
し
て
、
近
代
の
修

理
技
術
者
た
ち
と
自
ら
と
の
距
離
を
計
測
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（「
序
論
」
よ
り
抜
粋
）
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重版出来
第26回 建築史学会賞受賞
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古代寺院僧房の研究
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僧の住居である僧房を研究対象とする。元興寺極楽坊
本堂・禅室、法隆寺聖霊院・東室など、国宝・重文の
解体修理に携わった経験から、諸堂の遺構を考古学的・
建築史学的に当初の形態に復原して古建築の検視を行
い、古代の住宅の実体を解明した記念碑的業績である。

飛鳥・白鳳時代、平安時代以降、古代建築の構造など
の章立てで、法隆寺の再建非再建論争について独自の
新再建論を提示し、また薬師寺の移建の経緯などを語
る。永年古代建築の解体修理に携わった経験と歴史観
から、鈴木建築史学の詳細を提示する。　

わが国の古建築研究のパイオニアであり、近代の文
化的保護の基礎を築いた関野貞（1868-1935）の手
控えとしての私的・公的記録を記した日記・日録の
翻刻。日本、朝鮮、中国における文化財調査・保護
政策の策定から、近代日本の文化財行政の発展過程
が克明に記述されている重要資料。　　【在庫僅少】

〈主な著書〉
『日本の建築意匠』（共著、学芸出版社、2016）。『建築史家・大岡實
の建築─鉄筋コンクリート造による伝統表現の試み』（共著、川崎
市立日本民家園、 2013、 日本建築学会著作賞受賞）。 『文化遺産と 〈復
元学〉』（共著、吉川弘文館、2019）。『古経楼・冨士見亭の建築と意
匠─五島美術館古経楼・冨士見亭修理工事報告書─（世田谷区文化財
調査報告集 23）』（共著、世田谷区教育委員会、2014）。『今庄宿─
伝統的建造物群保存対策調査報告書─』（共著、南越前町観光まちづ
くり課、2019）。『ふるまいの連鎖：エレメントの軌跡（第 17回ヴェ
ネチア・ビエンナーレ国際建築展日本館カタログ）』（共著、TOTO出
版、2020）ほか。

立命館大学 理工学部 建築都市デザイン学科 准教授。博士（工学）。
1975 年、東京都生まれ。
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2008 年より東京工業大学大学院助教。
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2013 年より同大学歴史都市防災研究所研究員 （兼務）、2016 年より
法隆寺金堂壁画保存活用委員会専門委員（アーカイブWG座長）。
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古代寺院建築の研究
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